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　ただいまご紹介いただきました、涌井で
す。はじめに、日本福祉大学に対しては、
心から敬意を表します。それは、知多半島
総合研究所というものを 30 年も前に設立
された慧眼に対してであります。と同時に、
知多半島総合研究所自身に対しても、30
年間ここまで持続的な研究・教育活動を地
域と一体となって続けてこられたというこ
とで、尊敬の念を捧げたいと思います。
　さて本日は、「環境革命の時代に」という
ことを主題に、皆さんと一緒に考えたいと
思っています。これから私たちは、いかに
次の世代、あるいはその次の世代に対して、
今われわれが得ている非常に幸福な条件を
引き継いでいくのか。今やそういう非常に
重要な局面に立たされていると思っていま
す。
0．地球が危ない
　今、私は未来に対して 3 つの危機感を
持っています。それは何かというと、一つ
目は「地球が危ない」ということです。こ
れは後ほど詳しくお話しします。
　二つ目は、本日はこれには言及しません
が、「日本が危ない」ということです。日本
が危ないというのは、北朝鮮のミサイルが
飛んできて云々ということではなくて、構
造的に少子高齢現象が加速度的に進む日本
がたいへんな勢いで縮退を始めているとい
うことです。われわれの世代は、日本の戦
後復興において一生懸命頑張ってきまし
た。しかし残念なことに、未来は、いわゆ
る国民 1 人あたりの GDP、あるいは経済
力の面でいえば、非常に大幅な縮退を強い
られるというわけです。おそらく国として
の GDP は世界第 4位になると思われます
が、残念ながらそれは中国や米国の 6分の
1の規模なのです。国民 1人あたりに換算
すると、14 位の韓国に抜かれて、16 位に
落ちるであろうということです。これが現
在の見通しです。
　これに伴い三つ目として、「地方が危な
い」という現象が起きます。先ほど理事長
さんが、「安倍内閣が地方分権を進めてい
る波のなかに知多半島総合研究所の位置付
けがある」というお話をされましたが、まっ
たくそのとおりです。「サンデーモーニン
グ」的にいえば、政府の政策はある種の建
前であり、現実には今何が起ころうとして
いるかというと、「リニア新幹線というツー
ルを設けることにより、名古屋圏を東京の
郊外にする」という政策が現実化するとい
うことです。このときに、知多半島のよう
な地域としてはどのような対応をしていけ
ばいいのか。まさに「日本が危ない」に引
きずられて、人口減少、さらにストロー現
象というかたちで地方の自立が損なわれて
いく可能性が非常に大きい状況になってい
ます。
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　この話はこのくらいにして、まず私が皆
さんと一緒に考えたい環境問題、とりわけ
生き物を中心とした環境問題についての話
題に切り替えたいと思います。
1．地球の環境を考える
（1）COP10「愛知目標（2050年目標）」の
意義とは　－生物多様性を未来に引き
継ぐ－
　さて、皆さんもご承知のCOP10 ですが、
これは何かということです。生物多様性条
約締約国会議の 10 回目が名古屋で開かれ
たというご記憶はあるかと思います。
　「愛・地球博」という世界初の環境に関
する万博をこの地で開催し、しかもそれは
国際博覧会連合からも大きな評価をいただ
き、表彰まで受けました。そこで、この精
神を愛知、名古屋一帯が引き継いでいくた
めには次に何をすべきか、といったときに
浮上したのが、生物多様性条約第 10 回締
約国会議をこの愛知で開催しようというこ
とだったのです。
　地球環境問題については、1970 年代以
来、さまざまなところで議論されてきまし
た。ただ残念なことに、その後の約 20 年
間、国際政治の話題にはまったくのぼりま
せんでした。しかし 1992 年（平成 4年）に
地球環境サミット、通称「リオデジャネイ
ロ・サミット」が開かれ、そこで今話題に
なっている地球の問題、いわば CO2（二酸
化炭素）によって大きな気候変動が起きる
という懸念から、1994 年（平成 6 年）に発
効された気候変動枠組条約が議決されまし
た。併せて、その 1年前には、生物多様性
条約が議決されたわけです。なぜ生物多様
性条約のほうが 1年早いかというと、簡単
にいえば、われわれ人類は地球のなかで最
後に登場した種であり、要するに他の生き
物の存在なくしては人類という存在はない
からです。おそらく皆さんは、きょうもお
いしい朝ご飯と昼ご飯を食べられたと思い
ます。ありていに言えば、それは、他の生
物の死骸を食べているということです。ま
た着ているもの、履いている靴も同様です。
あるいは、こうして皆さんと一緒に語り合
うことができるのも、植物が炭酸同化作用
しているおかげです。そうでなければ私た
ちは窒息してしまいます。つまり、他の生
物が供給するさまざまなものにより、私た
ちの生活は成り立っているということで
す。人間というのは、他の生物の生態系サー
ビスという自然の恵みなくしては存在し得
ない種だということです。
　そこで、この生物多様性というものを未
来にいかに引き継いでいくかというのが生
物多様性条約であり、それの会議が愛知
県で開かれたということです。これは非
常に意味のあることでした。なぜかとい
うと、「愛知目標」ということで、愛知の名
前が世界中に知られた大きなきっかけに
なったからです。これは「2050 年目標」と
なっています。“Living in harmony with 
nature”、すなわち「自然と共生する世界を」
というのが愛知目標です。
　もう一つ大事なことは、2020 年までに、
「生物多様性の 10 年」というものを決めよ
うということです。実は、生物多様性条約
に締約していない中国やアメリカが、国連
の決議としてそれを受け入れざるを得ない
ような条件をつくろうということです。そ
れで、2010 年（平成 22 年）12 月、今でも
私は覚えていますが、1泊4日でニューヨー
クへ行きました。ニューヨークの国連総会
でこれが議決されたのです。このことに
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よって「愛知」という名前は、まさに未来
のルールを決めるという意味での大きなタ
イトルになっていったのです。そこでは「20
の目標」というものが決まりました。「今後、
この生物多様性というものをさらに世界の
基盤にしていこう」ということが決められ
たのです。
　しかし、交渉を行っていた当事者からす
ると、“Living in harmony with nature” の
「harmony」、つまり「自然と共生する世界
を実現しよう」という言葉には難渋しまし
た。残念なことに、これはキリスト教やイ
スラム教の世界では相容れないのです。そ
れはなぜか。実は、「1992 年に地球サミッ
トを開こう」ということが決まったのが、
フランスのジスカールデスタン大統領のも
とで開かれた「アルシュ・サミット」（1989
年）ですが、そのときに、この会議を開く
意味のなかに、「スチュワードシップ」とい
う言葉があったのです。これは、欧米人の
考え方やイスラム圏の考え方を代表してい
るのですが、「荘園の管理人」という意味で
す。つまり、彼らは「神様から預かった自
然を荘園の管理人として管理していく」と
いう考え方なのです。われわれのように、
「すべての自然はわれわれ人間と同等であ
る」という観点がないので、「自然と共生す
ることはあり得ない」という考え方だった
のです。それをいろいろ議論して、ようや
くここまでたどり着いたわけです。しかし、
これが本当に今後、世界のテーゼになるの
かどうかについては、若干の不安を持って
いました。
　ところが、名古屋の次に、インドのハイ
デラバードでCOP11が開かれたのですが、
このときにインド政府が掲げた標語を、私
は涙が出るような思いで見たものです。そ
れは、「自然を守れば、自然が守ってくれる」
というものでした。すなわち、これほど見
事に生物多様性の本質を表した言葉はない
と思うのです。
（2）なぜ、地球は危ないのか　－3つの危
機－
　では現在、地球はなぜ危ないかというと、
私たちは今、同じ傾向をたどっている 3つ
の危機に面しているからです。
　一つ目は、産業革命以来、大気中のCO2
濃度がどんどん上がっているというこ
とです。1 万年間の大気中の CO2 濃度は
280ppm だったのに、現在では 380ppm に
上がってしまいました。
　そして、それに引きずられて、既に皆さ
んも体感されているように、ゲリラ豪雨が
頻発していますが、それは何を意味してい
るのか。実は、二つ目になりますが、世界
の平均気温が 0.85 度上がっているという
ことです。0.85 度なんてたいしたことない
と思われるかもしれませんが、北極、南極、
ヒマラヤという 3極があることを考えてみ
てください。0.85 度が平均だと考えると、
どれほどの気温の上昇が起きているかがご
理解いただけると思います。現実には 2度
の上昇がティッピング・ポイント、つまり
引き返すことができない地球の温度変化で
す。これに対して、ついこの間までドイツ
のボンで COP23 が開かれていましたが、
IPCC（気候変動に関する政府間パネル）と
いう各国の科学評価機関が発表したところ
によると、2017 年だけでいえば、1.15 度
の上昇があるとのことです。2度上昇とい
うのが、もう直前に迫っています。すなわ
ち、2度上がれば、われわれの今までの常
識をすべて覆すような状況に人類は追い込
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まれるということです。それを考えると、
これがいかに深刻であるかがわかります。
　三つ目ですが、1975 年（昭和 50 年）以降、
世界中の生物種で、住民票がある生物種は
約 3300 万種となっています。住民票があ
るというのは、「どこに、いつ、誰がそこ
にそういう生物がいることを発見した」と
いうことを意味します。しかし、住所不定
無職という、まだ発見されていない生物も
いるわけです。これを含めると、1億種ぐ
らいの生物がいるのかもしれません。しか
し、仮に 3300 万種という種を母体にする
と、1975 年（昭和 50 年）以降には年間約 4
万種が絶滅しているのです。これは、3300
万点の部品でできている宇宙船地球号に
70 億人の乗客が乗っていて、やがてもう
少しすれば 90 億人になるけれど、この宇
宙船地球号において毎年 4万点の部品が脱
落するとなれば、いつまで宇宙船地球号の
生態系が維持できるのか、という問題につ
ながることは容易におわかりいただけると
思います。そのなかで、今、何が起きてい
るのか。
　その前に、地球を考えてみましょう。地
球というのは、半径 6400km の大きな星
ですが、その地球全部が生物の生きられ
る場所ではないのです。生命圏というの
は、ある一定の厚みしかないのです。半径
6400kmのなかで生物が生存できる空間と
いうのは、たった 30kmです。そして、多
くの生き物が暮らしているところ、触れ
合うことができる空間というのは、たっ
た 3kmです。これほどまでに、実はこの
生命圏というのは危うくて、そして薄い
存在なのです。大気圏で 20km、水圏で約
10kmです。このなかで命の営みが行われ
ているわけです。そして、そこでの自然条
件下で生物が CO2 を吸収できるのは年間
31 億炭素 t です。それに対して、人為的
な CO2 の排出量は約 72 億炭素 t です。だ
から、あと 41 億炭素 t をなんとかしなく
てはいけないわけですが、そのなかで森林
が約 9億 t を吸収してくれます。日本でい
えば、約 8300 万 t を森林が吸収してくれ
ています。このような状況になっています。
（3）なぜ、COP21「パリ合意」は実現した
のか
　では、なぜパリでの COP21 で、192 の
国と地域機関が合意したのか。京都議定書
から 18 年間、まったく合意ができなかっ
たのに、なぜ合意したのか。このことを考
えていただきたいと思います。
　実は、福祉の世界でもそういうことがあ
るのかもしれませんが、「環境ストレスは
最も脆弱なところにしわ寄せされる」とい
うのが大きな原則です。すなわち、これま
で途上国は先進国に対して、こういう言い
方をしていました。「あなたたちが先に産
業革命を起こして、さんざん地球を荒らし
てきた。そして私たちがこれからようやく
国民のことを考えて工業開発をしようと努
力し始めたら、ちょっと待ってくれと言う。
私たちがあなたたちと同じような工業革命
をどんどん進めたとしたら地球は大変なこ
とになるから、少し成長を鈍化してくれな
いかと言う。そんな馬鹿な話はあるのか」
というのが 18 年間の対立でありました。
ところが、途上国の彼らがこぞって「しょ
うがない。先進国が提案した規制案にある
程度は妥協していこう」と考え始めたのは、
なぜか。
　ミュンヘン保険会社という、世界有数の
再保険の損害保険会社があります。再保険
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というのは、例えば涌井災害保険株式会社
には 5000 億円の損害保険金があるとしま
す。しかし、もし東海・東南海・南海の 3
連動地震が起きたら、私の財布から 5000
億円を出しても足りないでしょう。そうい
うときのために、私は毎年、再保険会社に
200 億円とかの再保険をかけておくわけで
す。そうすると、支払い義務が 8000 億円
あったとしても、その保険で払うことがで
きるわけです。そういう仕組みの保険会社
です。
　そのミュンヘン保険会社のデータを見て
いると、保険の支払いは右肩上がりなので
すが、何の災害に対する支払いが大きく
なったかというと、気象災害です。つまり、
途上国が気象災害に直撃されているわけで
す。だから、これ以上自分たちが反対し続
けたら、自分たちこそが気象災害によって
大きな経済的打撃を受けることになるとい
うことです。ならば、合意の方向に歩み寄
ろうとなったわけで、それが COP21 の大
きな価値だったのです。
　ところが、アメリカのトランプ大統領が
ちゃぶ台返しみたいなことをして、今にっ
ちもさっちもいかない状況になっていま
す。これに合意しなければ、実はわれわれ
の世代はよくても、次の次の世代は大変な
ことになります。われわれと同じような幸
せを探す条件というのがまったくなくなっ
てしまうのです。
（4）危機を乗り越える戦略　－SDGs（Sus-
tainable Development Goals）－
　そこで、国連はどうしたか。実は、
SDGs（Sustainable Development Goals）
が 2015 年のサミットで決定され、国連総
会で議決されることになりました。これ
は、2030 年までに誰もが取り残されない
世界を実現しようということです。それが
SDGs の大きな意味であり、これはまさし
く人類の叡智だと思います。今、戦争をやっ
ている国も含めて、すべてがこれに賛同し
ました。誰もが取り残されない世界という
ものを目指していくことが地球人としての
倫理だ、目標だ、ということです。これを
実現できるかできないかは別問題として、
これを掲げたこと自体が、実は非常に大き
な価値があるといえます。ただ、別な言い
方をすれば、それほど私たちの未来は追い
詰められているという話なのです。そうい
う状況のなかで、いったいどういうふうに
考えていくのか。それが、地球問題のなか
でも「地球が危ない」ということを考えな
ければならない大きな理由であります。
　さて、そんな話ばかりしていても仕方が
ないので、では私たちは身近な世界のなか
でどう考えていくのかということを、次に
考えていきたいと思います。
2．身近な環境を考える
（1）農林水産空間は、農林水産「業」空間
ばかりではない
　まず申し上げたいのは、この知多半島に
も見事に広大な農林水産空間が広がってい
るということです。これほど恵まれた地域
は日本列島のなかでもそう多くはないと思
います。例えば、海岸の延長線の長さ一つ
とっても、たいへんな距離です。また、愛
知用水は人間の努力によって生まれたもの
ですが、それにより工業もきちんと自立し
ています。また、土地はたいへん平坦であ
るがゆえに農業も盛んです。そして温暖な
気候に恵まれています。
　しかし、こうした貴重な農林水産空間を、
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農林水産「業」空間と捉えるのは間違いで
す。実は、農林水産空間というのは、非常
に大きな機能をたくさん持っています。も
ちろん、木材・食糧等生産機能は大きいで
す。と同時に、生態系サービスの保持機能
があります。また、とりわけ日本のように
災害が多い国だと、グリーン・インフラと
いう防災機能もあります。そして、人間に
さまざまな情緒的な要素をもたらす文化的
機能もあります。このような機能を含める
と、農林水産空間が持っている機能は極め
て大きくなるわけです。だから、この畑あ
たりの収量は何トンとか何俵という経済価
値だけで測ろうとすることは大きな間違い
なのです。なぜならば、日本列島というの
は、この農林水産空間というものを味方に
して、さまざまなかたちで国を築いてきた
からです。例えば、自然のシステム、これ
を生態系といいますが、それと人間のシス
テムが共存することを見事につくりあげた
のが日本の農林水産空間なのです。
（2）SATOYAMA　－人間と自然の共存す
る空間－
　先ほど COP10 の話をしました。そのと
きに、世界中の人たちが驚愕した文章があ
ります。それは、「SATOYAMAイニシア
ティブ」ということです。「SATOYAMA」
というのが世界の人たちには非常にわかり
にくく、「これはいったい何か」と言われま
した。そこで、仕方がないので、「社会生態
学的生産ランドスケープ」と言い換えまし
た。ただ、これが非常に長ったらしいので、
みんな言いにくくなってきて、作戦を立
てたわけではないけれど、「SATOYAMA
システムだね」とだんだん世界の人たちが
「SATOYAMA」という言葉を共有してく
れるようになりました。まさにそういうこ
となのです。日本では、こういう自然が大
自然なのです。そして、そこに人間社会、
自然と文明がある。これは通常はなかな
か相容れないことですが、日本人は「いな
す」、「しのぐ」、「手入れ」といって、人間と
自然が共存できる空間を見出しているわけ
です。それが、社会生態学的生産ランドス
ケープ、すなわち「人間と自然の共存する
空間」であり、そこに「里山」ができるので
す。あるいは、「野辺」とか「野良」ができま
す。この空間が独特のランドスケープを見
出して、その場所に対する安心感、愛着心、
愛郷心を育ててきたのです。
　「里山」を見ると、実は日本人が非常に
優れた考え方をしてきたことがわかりま
す。まず、里山の奥のほうには別の世界を
つくったわけです。それは、山の神がいる
「嶽」、その手前に「奥山」、そして「外山」
で、そういうあたりは神様が支配する地域
です。したがって、そこは人間の欲望でもっ
て勝手に手をつけてはいけないという考え
方です。神社やお寺を見ていただくとわか
りますが、奥社とか大本山というのは、大
体この辺にあります。
　そして、その下に「里山」がありますが、
これでは人間は食っていけないので、どう
したか。私たちは子どもの頃、日本昔話と
いうのを聞かされたものです。平安時代
の物語である『今昔物語』に出てくる話で、
「昔々、おじいさんは山へ柴刈りに行きま
した。おばあさんは川に洗濯に行きまし
た」という話をなんとなく聞いていたわけ
ですが、よく考えてみてください。足腰が
痛いおじいさんですら毎日のように里山に
あがって、柴刈りに行くわけです。神経痛
やリウマチで苦労しているおばあさんが、
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冷たい川の水の中で毎日洗濯をするわけで
す。なぜでしょう。それは、日本の自然は
手入れを必要とするからです。多湿の日本
だから、衛生状態をよくしないと必ず病気
になります。だから、おばあさんは毎日洗
濯をするわけです。したがって、この物語
は、「おじいさんやおばあさんですらそう
いうことを心がけているのだから、きみた
ち若い者はそれを手助けして、自然の手入
れをし、そして身の回りを清潔にすること
を大切にしなさい」という教えなのです。
まさに世界初めての環境教育が、「おじい
さんは山に柴刈りに、おばあさんは川に洗
濯に」ということなのです。だから、里山
というのは絶対的に手入れが必要なので
す。幹を切ったり手入れをしたりして、株
さえ残しておけば 30 年経ったらまた元の
里山に戻るわけです。再生循環型なのです。
これが里山の本質です。もう一つ、最近は
死語になっており、若い人たちは辞書を引
かないとわからないかもしれませんが、「野
辺」という言葉があります。ここには、採
草放牧地、茅場、墓地などがあります。亡
くなった方をお墓に担いでいくことを「野
辺送り」というわけです。
　里山というのは森林の生態系であり、野
辺というのは草木の生態系です。この 2つ
に常に手を入れて大事にしながら、実はこ
こから生まれてくる枯れ草や落ち葉を有機
肥料として野良に入れるのです。だから、
実に見事な再生循環のシステムをつくって
いるということです。これを刈敷農法とい
いますが、そういう方法で有機的な野良を
支えてきたわけです。そして、その外側に
里山があるわけです。里山というのは、こ
ういう構成になっているのです。
　これは、里山だけでなく、驚いたことに、
川や海にもあります。里川、あるいは里海
です。そして、適度に自然に逆らう人間が
出現することによって、生態系を無視せず
に、生態系に寄り添うかたちで生産力を上
げていくわけです。これが日本人の知恵で
あると考えれば、私たちはこれから何をし
なければいけないのかということはわかっ
てくるはずです。
（3）多面的効用を持つ里山
　写真は、山口県の岩国市の近郊です。見
事な里山の姿なので、思わず写真を撮りま
した。この里は、斜面の北のほうには日が
差し込んでいます。この後ろ側の里山が、
日本海側から吹いてくる冷たい風を衝立の
ように防いでいます。そこには白い花が咲
いていますが、コブシの花です。つまり、
落葉樹があるということです。そして濃い
緑はスギです。沢があって、沢のところに
スギを植え、里山としての落葉樹もある。
そして、家の周りにはマツが植えてありま
す。なぜかというと、マツは毎日落ち葉を
落とすので、これを集めてヘッツイで焚け
ば、火力があるので日常の飯の煮炊きには
困りません。また、この里山からはシイタ
ケも採れるし、薪もとれます。家の中を見
ると、屋根は野辺からもってきた茅がふい
てあります。木材は、里山の木材とスギを
うまく組み合わせたものです。床は、夏の
間は涼しくするために竹のスノコです。冬
は、その上に米のゴザを敷いて暖をとるよ
うになっています。このように、里山があ
れば、自立的な経済ができることがわかり
ます。
　今申し上げた里山は、大体この地域で見
られるかたちのものです。東北方面へ行く
と、ブナ、ミズナラの里山になります。な
12
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ぜなら、雪が降って、その雪解け水をどう
コントロールするかというときには、水を
吸収してくれるブナ、ミズナラが非常に大
事になるからです。
　一方、「塩木山」があるような地域は、塩
田で経済を成り立たせているということで
す。塩田では何が一番必要かというと、燃
料となるアカマツです。釜を焚いて塩を取
るためです。だから、アカマツがあるので
す。アカマツ亡国論ということを江戸時代
の儒学者が言いましたが、土砂災害が非常
に増えるわけです。一方で､ 白砂青松とい
うのは、まさに塩木山が瀬戸内海沿岸に展
開したことによりできた風景です。
　また「たたら山」というのがあります。
日本刀の材料になる玉鋼（たまはがね）を
製造する、つまり、たたら製鉄を行うため
には実はたいへんな量の炭を必要としま
す。焼き鳥を焼くようなレベルの炭ではあ
りません。これを砕いて粉炭にして、たた
らの中に入れると、カーボンと鉄の相互作
用によって玉鋼ができるわけです。このた
めの、たたら山という山があるわけです。
　こんなふうにして私たちは自然と共生し
てきたと考えれば、前述のように、あきら
かに人と自然は “Living in harmony with 
nature”という状況にあるといえましょう。
（4）農地　－身近な生物多様性を保つ場－
　その自然のなかでも、農地は極めて貴
重です。例えば、東北地方の田んぼには
5663 種類もの生物が生息しています。非
常に多くの生物を抱えてくれているのが農
地生態系です。つまり、稲の成長に添って、
さまざまな動植物がさまざまなかたちで動
いているのです。
　もう一つ大事なことは、田んぼというの
は、ダム以上に雨水を国土に貯留する機能
を持っていることです。日本の国土は急峻
なので、降った雨は多くても、例えば東京
では 1人当たりの水の保存量はドバイ以下
です。全部、海に流れてしまうのです。そ
れを水田は、緑のダムとして受け止めてく
れるわけです。なおかつ水田というのは、
陸域の生態系と水域の生態系の両方が重な
るところなので、最も生物多様性に恵まれ
ているところといえます。
　このような方法で、私たちは身近に生物
多様性を保つ場をしっかりとつくってきた
わけです。このことも大きなポイントにな
ります。
（5）日本の自然の特性、日本の国土の特質
　つまり、日本列島というのは、実は非常
に大きなポイントを有しています。
　一つは、「北だから寒い」、「南だから暑い」
という単純なものではないということで
す。“Microclimate”、つまり微気候が支配
する国なのです。なぜならば、海流によっ
て日本列島の気象条件はまったく違うわけ
です。
　もう一つは、ドイツ連邦共和国と日本は
同じ面積ですが、日本は脊梁（せきりょう）
山脈があるため、川の河床勾配がヨーロッ
パやアメリカのそれとは全然違うというこ
とです。お雇い外国人が日本に来て、「日
本の川は川ではない、滝だ」と言ったわけ
ですが、こういう表現になるような状況が
あります。
　さらに、日本列島の 3分の 2が、世界で
冠たる積雪・豪雪地帯です。1日に 2mも
積もるほど雪が降る国なんてありません。
スウェーデンでもノルウェーでもアラスカ
でも降りません。こういう国なのです。
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　もっと困ったことに、世界の陸地面積
の 0.25％しか日本列島は有しないわけです
が、ご丁寧にもそこでマグニチュード 6以
上の地震の 2割を引き受けているのです。
つまり、私たちはたいへんな自然災害と向
き合ってきたわけです。
　それはどういうことかというと、うちの
カミさんとよく似ているわけです。美しい
けれど、取り扱いが難しい。われわれ男か
らすると、女性の方には文脈がないわけで
す。突然機嫌が悪くなったりするわけです。
理由はあるようですが、それが男には見え
ない。それで突然爆発したり、突然洪水の
ように涙を流したり、突然雰囲気が風のよ
うに変わるように感じる。男どもはいつも
振り回されているわけですが、日本の自然
も同じであります。
（6）自然の力を「いなす」知恵、それが日
本のレジリエンスな知恵
　そこで、どうしたかというと、「しのぐ」
ということと「いなす」ということを行う
わけです。しばらくの間はどんなことが
あっても、機嫌を損ねないようにしのぐ。
やがて自然の機嫌をとりながらいなしてい
く、という技術を発展させていったわけで
す。これが日本人のすばらしいところで
す。例えば、「3.11」のとき、東京タワーは、
私の若いときと同じように（自然の流れに）
逆らったため、アンテナが釣り針のように
曲がってしまいました。一方、東京スカイ
ツリーは 96％までしか完成していません
でしたが、これには日本の、いわゆる「い
なす技術」を用いました。すなわち、木造
軸組みの釘を使わない工法、柔軟な技術、
いなせる能力のある五重塔の心柱の工法を
採用したために、ほとんど問題が起きな
かったのです。
　つまり、日本人は、美しいけれど、たま
に大きな厄災をもたらす災害に対しては逆
らわないで、それと共に生きていく技術を
開発してきたということです。これに着目
したのが、世界です。
3．生態系の機能を活用する視点で考える
（1）国連防災世界会議で認識された日本の
知恵　－自然資本財グリーン・インフ
ラ－
　2015 年、第 3 回国連防災世界会議が仙
台で開催されました。ここで日本の知恵に
世界が感動したのは、生態系を活用した防
災「Eco-DRR」ということです。「生態系を
活用した防災のあり方」というものを考え
ていかなければ、これからの気候変動で起
こる激しい気象変動に私たちは対応できな
いということです。日本のように国債を増
発してでも東京湾の最高潮位プラス 7.2m
の防潮堤を 300km も建設できるのは、借
金する能力があるからです。しかし、発展
途上国にそんな防潮堤を造る財源はありま
せん。ならば、何をしたらいいか。
　実は、東南アジア各国の水辺には必ず、
特に海岸部にはマングローブが生えていま
す。海岸に広大なマングローブ林があって、
海岸低地の潮をかぶりやすい所にはキャッ
サバとかタロイモとかのイモ類を作ってい
ます。そして、しばらく行った所に丘があっ
て、その斜面にパンの木とかココナツとか
マンゴーを植えます。そして、丘の上に集
落があったりするわけです。ところが、わ
れわれのようにエビの好きな日本人がいる
と、マングローブを刈り取って、そこにエ
ビの養殖場を造ってしまうわけです。そう
すると、そこに集落が移ってくるわけで、
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例えばバンダアチェ（2004 年のスマトラ島
沖地震による津波で大きな被害を受けた都
市）のように津波が来ると、たちまち人命
も経済も損失することになるのです。つま
り、マングローブ林は、前述の水田と同じ
ように、見事な防潮堤の役割を果たしてい
るのです。このように、自然を楯にして自
然と共生した社会をつくるということ、つ
まり生態系を活用した多くのグリーン・イ
ンフラというのは人工物をつくるよりむし
ろ自然災害などには抵抗力があった、とい
う考え方が国連防災会議のなかではっきり
認められるようになってきたのです。
　つまり、農地も、また海岸のさまざまな
緑もそういう役割を果たしているというこ
とです。あるいは、矢作川水系には見事な
竹林があったり、河川沿いには河川緑地が
あったりします。これはどういうことかと
いうと、実は自然に生えた状況もあります
が、同時にかつてわれわれの祖先が一生懸
命そこにコーヒーのフィルターを作ったと
いうふうに考えていただきたいのです。つ
まり、洪水が起きることは当たり前なので、
洪水のときにそういう竹林やあるいは海岸
林によって、夾雑物を全部そこで止めて、
水だけ被るような構図にしたということで
す。
　こういう知恵を、われわれは実は「自然
資本財グリーン・インフラ」というふう名
付けています。
（2）生態系の機能を活用した防災・減災
（Eco-DRR）
　人工資本というのは、人類が作り出した
モノやサービスです。それで、「富」という
のは人間の豊かさを測る一つの尺度ではあ
りますが、その豊かさというのは何かとい
うと、資本が増えることです。そこで、「自
然を利活用することも資本財が増える」と
いうふうに経済の一環で捉えていかなくて
はいけないという話であります。
　そこで、私たちは生態系の機能を活用し
た防災・減災にしっかり取り組んでいくべ
きだ、というわけです。国連の防災会議で
使われたデータからすると、「災害リスク
に対して責任を持つ」、「災害リスク管理を
既存の開発手段やメカニズムに取り入れ
る」、「リスクガバナンス能力を強化する」
という面においては、自然資本財を活用し
ていくことが非常に重要だということで
す。そのためには、「生態系管理」と「気候
変動適応」と「減災」を合わせた持続可能な
開発を考えていかなければならないという
ことです。そういう一つの考え方です。
　青森県むつ市のキノップ海岸は、なんで
もないように見えますが、実はここには岩
のようなものがあります。これは実は、防
潮堤を崩して、わざわざ池を海の中に展開
したのです。これによって、磯根漁業といっ
て、アマモが生え、魚が付く面積が増え、
いわゆるウニなどの海産物の獲れ高がまっ
たく変わったということです。同時に、海
岸にこれを強化して、人々は津波があって
も十分に逃げられる距離のところに集落を
再構成したのです。これは環境省から表彰
されているケースですが、こういう方法が
あるのです。
　また、ニューヨーク市では、68 億ドル
のお金をグリーン・インフラに投資しまし
た。あるいは、ミシシッピー川が氾濫して
ニューオリンズが壊滅的な打撃を受けた
後、アメリカの連邦危機管理庁がどんなこ
とをしたかというと、ミシシッピー川を
真っ直ぐにして河川改修して堤防を高くす
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るよりも、ミシシッピー川の氾濫する部分
にある住宅や工場を移転させたのです。そ
のほうが経済被害ははるかに少ないという
ことです。そういう方法で川を自由に暴れ
させる手法に変えようという発想が生まれ
てきています。
（3）政策も「グリーン・インフラ（Eco-
DRR）」重視へ
　それで、今や日本でも同じようなことが
起きており、さまざまな法律の体系のなか
に「グリーン・インフラ」という言葉が使
われるようになってきました。
　まず、社会資本整備重点計画というのが、
2017 年 9 月に閣議決定されました。ここ
に何が書いてあるかというと、「地域の魅
力・居住環境の向上や防災・減災などの多
様な効果を得ようとする “グリーン・イン
フラ ”について、積極的に取り組む必要が
ある」ということです。このような言い方
をするようになりました。皆さんには、自
然というものが私たちにはかけがえのない
効用をもたらすものだということに、もう
一度思いを馳せていただきたいと思いま
す。
　そのときに何が一番大事かというと、実
は森と里と川と海は一体になっているもの
だということです。その結果が、恵みを生
み出しているということです。今まで私た
ちは、人工的な構造物、これを仮にグレ ・ー
インフラとすると、こういう方法やあるい
は設備、機械等によって自然環境の変化を
やわらげる方法をとってきたわけです。し
かし、もうこれでは地球環境の変化に追い
ついていけないのです。だとすると、先ほ
ど来申し上げているように、厳しい自然と
調和した生き方を選択した日本人のよう
に、つまり自然に適応するライフスタイル
や生態系を活用した生き方をすることが実
は非常に重要だということです。つまり、
自然を人間のための生産空間としてのみ取
り上げるのではなくて、持続的な被害に向
けて欠かせない資本財として意識すること
が非常に大事な時代が来たということで
す。つまり、前述のように、インド政府が
COP11 のときに「自然を守れば、自然が
守ってくれる」というメッセージを出して
くれたわけです。世界がようやくここに来
て、“Living in harmony with nature”、自
然と共生することが人類にとって最も大き
な叡智なのだ、ということに気付くように
なったのです。
（4）エコロジカル・ネットワークの形成を
国土計画レベルで
　さて、そのなかで、われわれが一番考え
ていかなければならないのは、それは生態
系回廊、「エコロジカル・ネットワーク」と
いうものです。すなわち、大規模な自然の
まとまりのあるコア（自然公園、国有林等）
や中規模のコア（緑地保全地区、里地里山
等）を、コリド （ー河川、道路、緑地、海
等）でつないでいきながら、その周辺にバッ
ファ （ー緩衝地域）を設けるということで
す。
　実は、愛知県というのは、エコネットの
歴史においては先端的な事例を持っていま
す。藤前干潟、また海上の森がそうです。
また昔は、常滑や瀬戸では山から土を採り、
また陶器を焼く燃料の木を切った結果、国
土は非常に荒れましたが、それを見事に緑
の山に回復させてきた歴史があります。日
本人の叡智と努力は、荒れた国土も緑にす
るだけの能力があるということです。その
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ことを考えていけば、実は愛知の持ってい
るさまざまな自然との共生の叡智というも
のは、未来に対して大いに活用できるもの
だと思います。
（5）あいち方式
　そこで、皆さんや、特に日本福祉大学や
千頭先生のご協力もいただいて、「あいち
方式」という方式を考え出しました。要す
るに、生態系ネットワークを回復させるた
めに、「あいちミティゲーション方式」とい
うのを取り入れるということです。そのた
めには、大規模行為届出制度を改正するの
です。大規模な土地利用改変というと、従
来は10haぐらいを対象としていましたが、
1ha ほどでも土地利用改変というかたちに
して生態系のネットワークをきちんとつ
くっていこうというわけです。
　ミティゲーションというのは、代替手法
ということです。開発のために木を切って
しまったら、切った分の自然を損失するの
で、これを別のところできちんと代替しよ
うという考え方です。そういう考え方で取
り組もうということで、実は今、「あいち
ポテンシャルマップ」を作り、定量評価を
行っています。実はこの知多半島でも日本
福祉大学が中心になって、さまざまなかた
ちで取り組んでおられますし、同時に東海
市にもご協力をいただいています。例えば、
トンボを飛ばすとすればどんなふうにした
らいいのか、といったことです。生物多様
性の主流化、愛知目標を前提にしながら、
エコロジカル・ネットワークというものを
壊されたならばミティゲーションという方
法をとろうというわけです。
　では、そこで何をしたか。工場立地法と
いう法律があり、例えば「10 という面積の
工場のなかには 3以上の緑地をつくりなさ
い」というわけです。これが改正されて、
例えば 1以上であれば、地元の首長の判断
で、工場にとって大きな負担にならないで
済む方向に変えてよい、ということが含ま
れることになりました。要するに、「それ
ぞれの事業者が生態系ネットワークを補完
するかたちで工場内の緑地化に取り組んで
くれるなら 3以上の緑地をとる必要はあり
ません。しっかりとした生態系ネットワー
クをつくってくださるならば 1でもいいで
すよ」というわけです。こういう方式を考
えるようになったわけです。これは日本で
初めてです。こういうことが、この愛知で
できることは本当にすばらしいと思いま
す。
　そこで、例えばポテンシャルマップを活
用して高速道路の周辺でも同じようなこと
をやろう、あるいはトンボを飛ばすために
はどうしたらいいかを考えていこう、とい
うわけです。なぜなら愛知ほど、生物多様
性、つまり「自然の恵みの豊かさが必要だ」
という県民意識の水準が高いところはない
のです。名古屋市民の出すゴミが干潟を失
わせるといえば、ゴミ減量作戦を実施して
藤前干潟をのこしました。あるいは、東海
丘陵要素といって伊勢湾あたりには珍しい
植物があるのですが、それが生えている海
上の森を潰してはならないということで、
愛・地球博の会場を青少年公園に移転して
開催し、海上の森を保全するようにしたの
です。こういう一つの知恵が、実は日本中
に大きな影響をもたらしています。
（6）エコロジカル・ネットワーク形成のた
めの地域連携構想
　例えばその一つが、首都圏です。首都圏
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でも同じようなことを考えています。これ
は両方（多摩・三浦丘陵の緑と水景に関す
る広域連携会議、関東エコロジカル・ネッ
トワーク推進協議会）とも私が座長を務め
ています。
　三浦半島は常緑照葉樹、多摩丘陵は落葉
樹で、照る葉の緑、木漏れ日の緑をつない
だエコロジカル・ネットワークを 13 の自
治体が一緒になって広域連携しています。
　また、関東エコロジカル・ネットワーク
では 27 から、今度 31 の市町になりました
が、江戸川、荒川、利根川流域、すなわち
群馬・埼玉・千葉 3県にまたがる広域連携
をとりながら、エコロジカル・ネットワー
クをしっかりつくり、将来はトキやコウノ
トリが飛べるような世界をこしらえようと
いうことで、10 年以上も活動しています。
既に千葉県野田市ではコウノトリをきちん
と飼養して、6羽も放しています。これが
ドラ息子やドラ娘で、野田市の周りに居て
くれないわけです。日本全国を漫遊してい
るのです。野田市民の税金で育てているド
ラ息子、ドラ娘をどうやって帰すんだと一
生懸命やっていますが、そんな小さな根性
ではなくて、日本中でそうした大型水鳥類
が増えることが非常に大事だというふうに
考えています。実は、東京の板橋区の江戸
時代の絵図には、トキやコウノトリが描か
れています。水鳥類がいるということは、
食物連鎖の関係から見て、その土地の豊か
さがどの程度のものなのかがわかるので
す。
　昔、私は毎年 10 月 3 日には沖縄県の宮
古島に行っていました。なぜなら、そこに
知多半島から飛んでくるサシバの大群の鷹
柱が立つからです。残念なことに、今この
地域では鷹柱が立ちません。昔は名鉄観光
や東急観光が旗を立てて、知多半島に集合
して見に行っていました。それで、そうい
うツアーは、鹿児島県の指宿に全部集合
し、そこから一挙に沖縄本島を抜けて宮古
島へ行くわけです。何万羽のタカが鷹柱を
立てたことが、かつてはありました。残念
なことに私は何回か知多半島に来ています
が、そのシーズンにタカが飛ぶかなと思っ
ても、パラパラとしか飛んでいません。昔
はこちらで鷹柱が見られたわけです。それ
が見られなくなったのは非常に残念です。
　そのようなことで、さまざまなかたちで
これから私たちは生物多様性というものを
大事にし、しかも農地を大事にしていかな
ければならないと思います。そういうなか
でいろいろと考えることが非常に重要だと
思っています。
4．人々が安心できる空間を未来に引き
継ぐことを目指して
　さて、われわれが安心する場所とはどう
いう場所でしょうか。それは、最もストレ
スのない幸福感が強く得られる安定域で、
居心地のいい場所ということです。その居
心地のいい場所については、「生物多様性」
という言葉を初めて世界中に知らしめた
学者であるハーバード大学のエドワード・
ウィルソン氏がこんなことをおっしゃって
います。「バイオフィーリア（豊かな生命圏
への愛着）」というわけです。わかりやす
くいうと、人間だけがすべての生物のなか
で、他の生物に対して共感を持つ遺伝子を
持っているということです。ボノボチンパ
ンジーとわれわれは遺伝子がたいして変わ
らないのですが、ボノボチンパンジーがト
イプードルを連れて歩いていたらたいした
ものだというわけです。要するに、他の生
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物をペットにして愛玩するのは、人間だけ
なのです。なぜかというと、人間は、「他
の生物なくして人類という存在はない」と
いうことをよくわきまえているからです。
したがって、他の生物が生き生きしている
状態が、一つは安心する材料となるのです。
もう一つは、米国の地理学者であるイー
フー・トゥアン氏が、「トポフィーリア（場
所愛）」ということを言っています。一人
一人が、自分にしかわからないけれど、愛
着を持てる場所があるということです。そ
の愛着を持てる場所と他の生物が生き生き
としている場所に、コンパスの針を置いて
くるっと回したところが、一番ストレスが
ない居心地のいい場所というわけです。多
くの生き物がいて、しかも自分がいつも慣
れ親しんでいる風景が見える場所。そこが
安心できる場所だということです。
　ところが、災害などが起きると、生きる
か死ぬかという生存圏のところにへばりつ
いてしまうわけです。これを、コーネル大
学のキース・ティッドボール氏は、「Red-
Zone」と言っています。また、彼はもう一
つ、こんなことも言っています。それは、
「不思議なことに、人間は追い詰められる
と、もう一度安定域に戻そうと、花や緑を
植える行為に走る」というわけです。これ
を「Greening」といっています。皆さんも、
「3.11」の被災地に一度行かれるとわかりま
す。今どれほど花畑づくりや植林運動に一
生懸命取り組んでいることか。これはまさ
に、キース・ティッドボールが予見したと
おりのことが起きているのです。
　私たちにとっては、やはり故郷というも
のが本当に安心できる場所だと思います
が、その幸せを未来に引き継いでいくため
の行為にいろいろチャレンジしていくこと
が非常に重要になるのではないでしょう
か。そこから始めて、実は地球の危機、そ
して日本の危機、地方の危機をぜひ克服し
ていただきたいのです。その中核になるの
が、30 周年を迎えられた、このシンポジ
ウムを開催する知多半島総合研究所だとい
うことを申し上げて、本日の話を閉じさせ
ていただきたいと思います。ご清聴ありが
とうございました。
